
暮らし政策

高齢者・障がい者政策

地籍調査事業の推進
　市民の財産である土地情報の明確化、災害復
旧の迅速化、相続・土地取引の円滑化のため、
地籍調査事業を推進しています。

保健事業と介護予防の一体的な実施事業
　健康寿命を延ばし、住み慣れた地域でいつまでも元気に暮ら
せるよう、健診や健康相談などの「保健事業」と、フレイル状
態（虚弱な状態）を防ぐための「介護予防」を、市と地域の関
係団体・医療機関等が連携して、一体的に実施しています。

生きがい支援事業
　敬老会（75歳以上対象）、敬老祝金支給（77歳、88歳、99歳）
や、シニアクラブ活動への助成等により、高齢者が自宅や身近
な地域で安心して生きいきと暮らせるまちづくりを推進しています。

公共交通利用料金の助成
　ひとり暮らしの高齢者や交通手段を持たない高齢者のみの世
帯、障がい者への通院等支援、運転免許証を返納した65歳以
上の方への移動支援として、デマンドタクシー、コミュニティバス
等で使用可能な公共交通利用券 1 万 5 千円分を交付しています。

移住定住の促進
　定住人口の拡大と地域活性化のため、坂東市
に移住された方や今後も住み続ける方などに対
し、さまざまな支援を実施しています。

財政健全化に向けた取組
　事業の選択と集中を図り、徹底した歳出の見直
しや適正化、新たな財源の確保等に努め、地方債
現在高はピーク時から約65億円の減少を達成。

◦公有財産（施設・土地）管理の適正化　　 　　　◦ネーミングライツ事業の活用　　　　　　　◦道路新設・改良の実施
◦災害情報の発信力強化　　　　　　　　　　　　◦坂東消防署の移転整備の促進　　　　　　　◦歴史遺産・史跡等の整備活用
◦ふるさと応援寄附・企業版ふるさと納税の推進　◦公共交通（バス・デマンドタクシー）の充実　◦行政情報の発信力強化

主
な
事
業

◦障がい者福祉増進事業　　　　　◦高齢者福祉サービスの充実　　　◦地域包括支援センター運営事業
◦こども発達センター運営事業　　◦企業等との見守り協定の締結　　◦ＢＳ（ばんどうシニア）カレッジの開催

主
な
事
業

◦奨学金返還支援補助金（令和6年度開始）
◦工業団地人材確保移住奨励金（令和5年度開始）
◦子育て世代定住促進奨励金　
◦結婚新生活支援補助金 等

主な支援事業 ▲地籍調査

▲デマンドタクシー

▲敬老会
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